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10月１日から実施、皆さまの準備はどうですか？

待ったなし！　
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消費税軽減税率制度
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10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。そ
れ
と
同
時
に
、

日
本
で
初
め
て
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
も
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
事
業
者
は
値
札
変
更
や
会
計
処
理
の
変
更
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
に
影
響
が
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
を
選
ん

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

待
っ
た
な
し
！ 

消
費
税
率
引
き
上
げ
と

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

10
月
１
日
か
ら
実
施
、
皆
さ
ん
の
準
備
は
ど
う
で
す
か
？

新
制
度
「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
」

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
何
が
変
わ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
大
づ
か
み
に
言
う
と
「
消
費
税
率
が

８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
」「
食
料
品
な
ど
の

税
率
を
８
％
と
す
る
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
導

入
」
の
２
点
で
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
は
、一
定
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
本
来
10
％
と
な
る
と
こ
ろ
を
８
％
に
軽
減

す
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

●
生
活
必
需
品
で
あ
る
飲
食
料
品
（
食
品
表
示

法
に
規
定
す
る
「
食
品
」
の
こ
と
）

●
週
２
回
以
上
発
行
で
定
期
購
読
さ
れ
る
新
聞

で
す
（
図
１
）。

　

軽
減
税
率
制
度
へ
の
対
策
を
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

に
し
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
れ
を
見
て
、
こ
れ
か
ら

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
大
づ
か
み
に
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
導
入
後
は

事
務
処
理
も
変
わ
り
ま
す

　

軽
減
税
率
制
度
の
導
入
は
、
事
務
処
理
の
面
で

も
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
る
必
要
が
出
て
き

ま
す
。
自
社
や
自
店
で
該
当
品
目
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
、
あ
る
場
合
に
は
「
事
務
処
理
を
ど

う
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
か
」
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
減
税
率
の
対
象
品
目
が
あ
る
場
合
に
は
、

レ
ジ
の
買
い
替
え
や
、
社
内
の
経
理
関
係
シ
ス
テ

ム
の
項
目
追
加
、
さ
ら
に
は
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の

変
更
や
改
修
な
ど
も
、
視
野
に
入
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
請
求
書
な
ど
の
書
式
の
変
更
も
必
要
で

す
（
図
３
）。
10
月
１
日
か
ら
２
０
２
３
年
９
月
30

日
ま
で
は
「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」、

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら
は
「
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

① 

10
月
１
日
以
降
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
品
目
が

標
準
税
率
な
の
か
軽
減
税
率
な
の
か
を
明
記

し
、
税
率
ご
と
に
合
計
し
た
対
価
の
額
を
書
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
区
分
記
載

請
求
書
」
と
い
い
ま
す
。

② 

２
０
２
３
年
10
月
１
日
以
降
は
「
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。「
区
分
記
載
請
求
書
」
の
記
載
項

目
に
加
え
、
税
率
ご
と
の
消
費
税
額
と
登
録
番

号
も
記
載
す
る
「
適
格
請
求
書
」
への
変
更
が

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

免
税
事
業
者
の
方
に
と
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
実
施
は
大
き
な
問
題
で
す
。
適
格
請
求
書
等
は

課
税
事
業
者
の
み
が
発
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お

特集1　消費税軽減税率制度
特集1   消費税軽減税率制度

図2　対策フローチャート

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
導
入
へ
の
理
解

レジの入替の検討が必要

受発注システムの
改修・入替の検討が必要

請求書等の
記載事項の追加が必要

お買い上げいただきましてありがとうございます。
記載の通り、ご請求申し上げます

請　求　書
発行日2018年4月25日
○○ストアー
東京都△△区◆◆町1-2-3
TEL.03-1234-XXXX

○○○食堂  様
今回ご請求額　   15,228円

日付 品目 税込価格
 4/14 食料品 3,240
 雑貨 2,160
 4/15 食料品 5,940
 雑貨 3,888

合計        15,228

お買い上げいただきましてありがとうございます。
記載の通り、ご請求申し上げます

請　求　書
発行日2019年10月25日
○○ストアー
東京都△△区◆◆町1-2-3
TEL.03-1234-XXXX

注）※は軽減税率（8%）対象商品

10%税率対象合計 6,160
9,1808%税率対象合計

※

※

○○○食堂  様
今回ご請求額　   15,340円

 10/14 食料品 3,240
 雑貨 2,200
 10/15 食料品 5,940
 雑貨 3,960

合計        15,340

日付 品目 区分 税込価格

お買い上げいただきましてありがとうございます。
記載の通り、ご請求申し上げます

請　求　書
発行日2023年10月25日
○○ストアー
東京都△△区◆◆町1-2-3
TEL.03-1234-XXXX

注）※は軽減税率（8%）対象商品 xxx-xxxx

5,600

8,5008%税率対象合計

※

※

○○○食堂  様
今回ご請求額　   15,340円

 10/14 食料品 3,000
 雑貨 2,000
 10/15 食料品 5,500
 雑貨 3,600

合計        14,100
消費税 1,240

消費税 680

消費税 560

日付 品目 区分 税込価格

10%税率対象合計

現行の
請求書

～2019年9月30日

2019月10月1日～2023年9月30日

区分記載請求書

①軽減税率の対象品目である旨

③税率ごとの消費税 ④登録番号
②税率ごとに合計した対価の額

2
2023年10月1日～

適格請求書3

1

軽減税率制度は全ての事業者に影響があります。必要な対策をフローチャートで確認しましょう。

小売業、
飲食業筈
（BtoC）

卸売業、
食品製造業等
（BtoB）

経理処理の変更が必要

自
社
の
販
売
商
品
は

標
準
税
率（
消
費
税
10
%
）

対
象
品
目
の
み

自
社
の
販
売
商
品
に

軽
減
税
率（
消
費
税
8
%
）

対
象
品
目
が
含
ま
れ
て
い
る

図3　それぞれの請求書の書式

レストラン等での食事

ビールやワイン

水道水

医薬品・
医薬部外品

新聞 野菜

弁当 パン

精米

テイクアウト・
持ち帰り・宅配等は
軽減税率

飲料

魚

軽減税率対象

図１　消費税率引き上げの概要

標準税率対象

飲食料品

その他酒類外食

8%

10%
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り
、
免
税
事
業
者
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
免
税
事
業
者
は
課
税
事
業
者
か
ら
取
引
を
避

け
ら
れ
る
可
能
性
が
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
ビ
ジ

ネ
ス
に
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
す
。
免
税
事
業
者

は
、
将
来
的
に
は
課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

請
求
書
等
の
記
載
の
違
い
を
図
４
に
ま
と
め
ま

し
た
。
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ

を
従
業
員
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
従
業
員
教
育
も
、
し
っ
か
り
と
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

事
業
者
向
け
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策

　

国
は
、
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
軽
減
税

率
制
度
へ
の
対
応
を
支
援
す
る
た
め
、
複
数
税
率

に
対
応
し
た
レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ
ム
等
に
導
入
・

セ
ミ
ナ
ー
で
課
題
認
識
を

　

何
か
ら
始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方

は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】　

8
月
28
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

【
会
場
】 

宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

（
宇
都
宮
市
本
町
5
-12
）

【
講
師
】

イ
ー
ン
ス
パ
イ
ア
㈱ 

代
表
取
締
役　

横
田
秀
珠
氏

【
内
容
】　

◎
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
、
価
格
転
嫁
対
策

の
概
要

◎
デ
ー
タ
か
ら
学
ぶ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
は
？

◎
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
不
可
欠
な
決
済
を
完
ぺ
き
に

す
る 

な
ど

【
定
員
】 

50
人

【
費
用
】 

無
料

　

ま
ず
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
自
身
が
何
に
取

り
組
む
べ
き
か
を
把
握
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
く

だ
さ
い
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
で

い
つ
で
も
受
講
可
能

　

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
が
難
し
い
方
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
今
年
12
月
末
ま
で
の
期
間
限
定
で

す
が
、
消
費
税
軽
減
税
率
に
関
す
る
４
つ
の
講
座

が
無
料
で
何
度
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
を
体
験
し
よ
う

　

当
所
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
代

表
的
な
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
で
あ
る「
Ａ
ｉｒ
レ
ジ
」（
リ
ク

ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
社
）を
事
務
所
内
に
展
示

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
に
触
れ
て
、
使
って
、「
Ａ

ｉｒ
レ
ジ
」を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
は
お
早
め
に

　

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
へ
の
対
応
も
お
店
側
が
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
の
一つ
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
者
還
元
事
業
説
明
会

【
日
時
】　

８
月
８
日（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

【
会
場
】　

宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

（
宇
都
宮
市
本
町
5
-12
）

【
内
容
】　

◎
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
に
つい
て

◎
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
に
つい
て

◎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン（
６
社
）

◎
個
別
相
談
会

【
定
員
】 

50
人

【
費
用
】 

無
料

　

決
済
事
業
者
と
直
接
相
談
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
端
末
導
入
を

検
討
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
ら
ま
ず
、
商
工
会
議
所
へ

　

当
所
で
は
、
窓
口
で
の
相
談
だ
け
で
な
く
、

職
員
に
よ
る
巡
回
指
導
も
行
って
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
〉

経
営
支
援
部 

☎
0
2
8
-6
3
7
-3
1
3
1

　

軽
減
税
率
制
度
で
は
、
消
費
税
率
が
二
種
類（
10
％
、８
％
）に
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
ら
手

を
付
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
、
当
所
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

商
工
会
議
所
の
支
援
を
活
用
し
て
早
め
の
準
備・対
策
を

改
修
を
支
援
す
る「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
」や
、

需
要
の
平
準
化
を
図
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費

者
還
元
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
図
５
）。

■
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
（
レ
ジ
補
助
金
）

　

複
数
税
率
に
対
応
し
た
レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ

ム
・
請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
改
修
に
あ
た

っ
て
、
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
補
助
金
で
す
。

補
助
率
は
４
分
の
３
で
す
。
９
月
30
日
ま
で
に
導

入
・
修
正
・
支
払
い
が
必
要
で
す
。

■
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業

　

決
済
端
末
の
導
入
や
決
済
手
数
料
軽
減
、
消
費

者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
等
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

実
施
期
間
は
今
年
10
月
か
ら
来
年
６
月
ま
で
で
す
。

　

商
工
会
議
所
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニュ
ー

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

や
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の

価
格
転
嫁
は
必
須
で
す

　

消
費
税
は
、
製
造
や
卸
や
小
売
り
な
ど
、
取
引

の
各
段
階
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
価
格
に

転
嫁
さ
れ
、
最
終
的
に
は
消
費
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
価
格
転
嫁
が
で
き
な
い
場
合
、
税
込
の
売

上
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
税
抜
の
売
上
額
は
減

少
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
社
の
売
上
や
利
益
が
減

少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
商
品
す
べ
て
に
き
ち
ん
と
価
格
転
嫁
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
企
業
の
販
売
戦
略
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
（
集
客
の
た
め
に
一
定
商
品
に
つ
い
て
は
消

費
税
分
を
据
え
置
く
な
ど
）。
そ
の
場
合
で
も
、

事
業
全
体
で
の
売
上
・
利
益
の
確
保
を
忘
れ
ず
、

方
法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※　
　
　

※　
　
　

※

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
駆
け
足
で
概
要
を
ご
説

明
し
ま
し
た
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
か
っ
た
り
迷
っ

た
り
し
た
ら
、
商
工
会
議
所
の
窓
口
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
参
考
〉 

日
本
商
工
会
議
所
『
中
小
企
業
の
た
め
の
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
導

入
と
消
費
税
価
格
転
嫁
対
策
』

図5　国の支援策

軽減税率対策補助金
自己負担額1/4

レジと
周辺機器
（A型）

請求書
システム
（C型）

受発注
システム
（B型）

小売段階 BtoC流通段階 BtoB

対象外

※ 1 原則として中小企業基本法上の中小企業で、課税所得が15億円以内である事業者が対象
※ 2 補助上限 ： 1000万円（発注システム）、150万円（受注システム）。
 ハードウェアや一部パッケージ製品の自己負担額は異なる
※ 3  補助上限 ： 150万円。ハードウェアや一部パッケージ製品の自己負担額は異なる
※ 4  3万円未満のレジの場合は自己負担額が 1/5となる。タブレットは自己負担額が 1/2となる
 補助上限 ： レジ1台あたり20万円、券売機 1台あたり20万円。1事業者あたり上限 200万円
 （別途、商品マスタの設定費用に対する補助あり）
※ 5  中小・小規模事業者は5%還元、フランチャイズ等の場合は2%還元となる。
 自動車や新築住宅の購入、医療・福祉や学校等の取引、高換金性の非課税取引、
 風営法・暴対法関連は対象外となる
※ 6  本制度の対象となる決済事業者を利用した場合に限られる（フランチャイズ等の事業者は対象外）

※1中小・小規模事業者　 の登録受付中
実施期間 : 2019年10月～2020年6月

キャッシュレス・
消費者還元事業

軽
減
税
率
対
象
商
品
の
販
売
　有
　
無

受発注
システム
の改修

電子的な
受発注
システムを
改修・入替

税率ごとに
区分して
合計した
税込額等
を記載

請求書
システム
の改修

複数税率
レジと
周辺機器
の導入

消費者への
ポイント
5%
還元

加盟店
手数料が
3.25%
以下に
さらに
その1/3を
補助

端末代金の
自己
負担額
0円

決済
金額

決済
手数料

決済
端末

※2 ※3

※4

※5 ※6 ※6

2019年9月30日までに導入・修正・支払が必要
飲食料品の販売が必要
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まずは、
商工会議所へ
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チェック！
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折り込み
チラシを
チェック！
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折り込み
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チェック！

事務所内に
POS㆑ジ「Ａｉｒ㆑ジ」
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を展示しています

図4　請求書等の記載事項の違い
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②　税率ごとの合計した対価の額
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④　税率ごとの消費税額

⑤　消費税率

現
行
の
請
求
書 
等

1

区
分
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載
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求
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等

2

適
格
請
求
書 

等
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宇
都
宮
大
学
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
栃
木
県
内
唯
一
の
国
立
大

学
と
し
て
、
地
域
の
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
お

力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

70
周
年
を
記
念
し
て
本
学
の
歩
み
を
紹
介
す

る
企
画
展
「
宇
都
宮
大
学
の
歴
史
」
な
ど
を
、

創
立
月
で
あ
る
11
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
特

設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 https://

w
w

w
.utsunom

iya-u.ac.jp/uu70th/

）。

Ｕ
Ｕ
カ
レ
ッ
ジ
開
講

　

近
年
、
大
学
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
本
学
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

本
学
は
、
以
前
か
ら
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
社

会
人
が
就
業
し
な
が
ら
学
べ
る
教
育
の
仕
組
み
）

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
国
の
施
策
も

あ
り
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
重
要
性
が
さ
ら
に
大

き
く
な
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
開
講
座
や
科
目
等
履
修
生
制
度

な
ど
で
、
定
年
後
の
生
涯
教
育
や
社
会
人
の
学
び

直
し
と
いっ
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
か
ら
新
た
に
「
Ｕ
Ｕ

カ
レ
ッ
ジ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
宇
都
宮
大
学
で
開
設
さ
れ
て
い

る
授
業
科
目
を
広
く
開
放
す
る
も
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
特
殊
な
知
識
や
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る

実
験
や
、
体
育
な
ど
は
履
修
で
き
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
座
学
系
の
講
義
で
し
た
ら
ど
れ
で
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
料
（
初
年
度
５
０
０
０
円
）
や
受
講
料
・

授
業
料
（
１
科
目
１
５
０
０
０
円
）
が
か
か
り
ま

す
が
、
従
来
の
科
目
等
履
修
生
よ
り
は
か
な
り
低

い
も
の
で
す
。
単
位
取
得
は
で
き
ま
せ
ん
し
試
験

も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
（
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
教
員

と
相
談
の
上
で
出
す
こ
と
も
可
能
で
す
）、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
と
し
て
は
か
な
り
自
由
度
が
高
く
、
利

用
し
や
す
い
制
度
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
件
を
満
た
せ
ば
「
履
修
証
明
書
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
社
会
人
の
皆
さ

ん
は
、
職
場
に
受
講
の
成
果
を
示
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
た
く
さ
ん
あ
る
授
業
の
中
か
ら

ど
れ
を
選
べ
ば
い
い
か
、
と
ま
ど
っ
て
し
ま
う
人

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
学
で
は
専
門
の
メ
ン
タ
ー

（
助
言
者
）
を
置
い
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ー
が
受

講
希
望
者
と
面
談
し
、
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
か
ら
、
失
敗
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
説
明
会
や
中
間
報
告
、
ふ
り
か
え
り
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
初
は

「
応
募
者
は
年
度
あ
た
り
10
名
ほ
ど
で
は
」
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
説
明
会
に
1
0
0
人
近
く
の

参
加
が
あ
っ
て
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
最
終
的
に

54
人
の
受
講
と
な
り
ま
し
た
。
年
齢
も
定
年
退

職
さ
れ
た
方
か
ら
20
代
の
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

若
い
方
に
は
、
自
分
の
い
ま
の
仕
事
に
プ
ラ
ス

に
な
る
、
自
分
の
幅
を
広
げ
て
転
職
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
目
的
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
さ
ら
に
進
め
る

　

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
国
連
で
開
催
さ
れ

た
サ
ミ
ッ
ト
で
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
）」
が
、
国
際
社
会
の
共
通
目
標
と
し
て
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
以
前
よ
り
大
学
の
理
念

と
方
針
の
中
で
「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
を

促
す
研
究
を
中
心
に
、
高
水
準
で
特
色
の
あ
る
研

究
を
推
進
し
ま
す
」
と
し
て
教
育
や
地
域
貢
献

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
に
学
び
、
地
域
に
返
す
、
地
域
と
大
学

の
支
え
合
い
」
は
本
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
が
、
こ
こ

に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
考
え
方
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
学
内
に
「
地
域
創
生
推
進
機
構
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域（
自
治
体
や
団
体
な
ど
）

と
の
連
携
を
進
め
地
域
の
未
来
づ
く
り
に
貢
献
す

る
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
、一
般
市
民
や

企
業
人
を
対
象
に
社
会
人
の
学
び
を
推
進
す
る

「
宇
大
ア
カ
デ
ミ
ー
」、
そ
し
て
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
を
、
産
学
官
金
連
携
で
支
援
す
る
た
め

の
「
産
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
」
の
３
つ
の
柱

を
持
ち
、
全
体
と
し
て
地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
組
織
で
す
。

　

地
域
創
生
推
進
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
で
、

地
域
と
大
学
を
結
ぶ
ハ
ブ
機
能
や
共
創
的
機
能
を

総
体
的
に
強
化
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
大
学
と
し
て
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
が
地
域
に
対
し
て
開
く
窓
口
は
、

３
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎ 

地
域
の
住
民
に
開
か
れ
た
窓
口

◎ 

産
学
連
携
な
ど
の
地
域
の
企
業
産
業
に
開
か

れ
た
窓
口

◎ 

地
域
の
自
治
体
、
各
種
公
共
団
体
と
連
携
し

た
窓
口

　

こ
れ
ら
３
つ
は
、
本
当
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
望
ま
し
い
の
で
す
。
地
域
創
生
推
進
機

構
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
た
め
の
一つ
の
試
み
で
も
あ

り
ま
す
。

グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
育
成
を

　

ま
た
、
大
学
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
教
育
の
分

野
で
も
、近
年
は
学
部
の
再
編
な
ど
に
力
を
入
れ
、

よ
り
ニ
ー
ズ
に
密
着
し
た
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
宇
都
宮
大
学
に
は
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
科

学
部
」「
国
際
学
部
」「
教
育
学
部
」「
工
学
部
」

「
農
学
部
」
の
５
つ
の
学
部
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
」
は
、
３
年
前
に
創

設
さ
れ
た
新
し
い
学
部
で
「
地
域
の
持
続
的
な
発

展
に
関
す
る
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
貢
献
す

る
」
を
理
念
に
掲
げ
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

文
理
融
合
し
た
知
を
持
つ
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
学
部
の
創
設
も
、
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
活
動
と
言
って
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
大
学
院
に
つ
い
て

も
「
地
域
創
生
科
学
研
究
科
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
国

際
学
部
の
大
学
院
は
国
際
学
研
究
科
、

工
学
部
の
大
学
院
は
工
学
研
究
科
と

い
う
ふ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
自
分
の
専

門
分
野
の
こ
と
に
は
深
い
知
識
を
学
べ
ま
す
が
、

他
分
野
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
直
面
す

る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
分
野
横
断
的
な

知
識
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

大
学
院
で
は
、
全
員
が
文
理
融
合
的
な
教
育
や

研
究
指
導
を
受
け
ら
れ
る
地
域
創
生
科
学
研
究

科
で
学
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
が
、
大
き
な
成
果
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
立
大
学
の
人
材
育
成
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と

「
ロ
ー
カ
ル
」
の
両
方
の
視
点
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
材
育
成
を

め
ざ
す
に
し
て
も
、
地
域
の
こ
と
だ
け
し
か
分
か

ら
な
い
人
材
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
へ
の
貢

献
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
本
学
は
、
世
界
最
先
端

の
知
に
裏
打
ち
さ
れ
た
教
育
で
、
地
域
の
人
材
を

育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
話
し
し
た
こ
と
以
外
に
も
、
宇
都
宮
大

学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
の
共
生
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
皆
さ
ま
に
も
広
く
門

戸
を
開
い
て
い
ま
す
し
、
学
び
を
続
け
た
い
市
民

の
方
々
も
で
き
る
か
ぎ
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
宇
都
宮
大
学
を
「
地
域
の
知

の
拠
点
」
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 　今年、創立70周年を迎える国立大学法人宇都宮大学。

地域の産業を支える研究や人材育成に取り組んできた 　
同大学の新たな地域貢献や大学改革を、池田宰・同大副学長にうかがいました。

次
の
時
代
の
地
域
創
生
を
め
ざ
す

宇
都
宮
大
学

「
地
域
の
知
の
拠
点
」と
し
て
、

文・理
の
枠
を
超
え
た
人
材
を
育
て
る

特集2   宇都宮大学創立70周年



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









89 July  2019

新
入
会
員
の
紹
介

平
成
31（
２
０
１
９
）年
３
月
16
日
～
令
和
元（
２
０
１
９
）年
６
月
17
日
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事業所の名称 所 在 地 電   話 業種（取扱品目）

関東機工㈱ 宇都宮市岩本町４１４－２ 028-621-3653 卸売（建設機械、建設資材、日用品雑貨等）

㈱アクセスホーム 宇都宮市東宿郷５－１－１７ 028-639-2711 不動産（不動産売買、賃貸管理及び仲介）

康盛国際㈱ 宇都宮市峰３－２４－９町田コーポ１Ｆ Ｂ号室 080-9506-1818 卸売（化粧品の輸出入）

㈱協心工業 下都賀郡壬生町至室３－１２－２２ なでしこＦ棟 0282-25-6547 建設（足場工事、鉄骨工事）

増々㈱ 宇都宮市上御田町２２３－３ 028-655-1333 サービス（ハウスクリーニング）

ＥＬ　ＤＡＢＯ 宇都宮市江野町２－１０フタバヤビル２Ｆ 028-612-7058 飲食（ローストチキン、ワイン）

ＮＡＧＯＮ　ＳＴＹＬＥ 宇都宮市簗瀬町１９３５－２ 028-651-3003 サービス（美容室）

元気ラム 宇都宮市東宿郷４－２－７フリーデンハイム宇都宮１０３ 028-6666-524 飲食（モンゴル家庭料理）

㈱ＫＥＩＯ建設 宇都宮市屋板町１１０１ 028-689-9361 建設（足場工事）

㈱中屋 宇都宮市塙田５－２－４４ 028-680-5260 サービス（ホームページ制作）

Ｒｉ　Ｎａｉｌ 宇都宮市下川俣町８１－１ 090-5628-1225 サービス（ネイルサロン）

㈱ほけんの金子 宇都宮市鶴田２－３９－１８ 028-666-7100 金融・保険（生命保険・損害保険代理店）

㈲清水屋 宇都宮市一条町３－１－６ 090-3048-6037 小売（自動車・オートバイ等）

㈲赤津屋商店 宇都宮市中央５－１－２０ 028-635-0808 飲食（西洋料理）

まちづくり㈱ 宇都宮市下戸祭１－１７－３ 巨光１０２ 028-688-7305 サービス（人材派遣）

手塚歯科医院 宇都宮市鶴田町１６７－９ 028-647-1011 サービス（歯科医院）

みやさか歯科クリニック 日光市土沢１８５１－１２２ 0288-26-6474 サービス（歯科医院）

（一社）日本オフィス家具協会 東京都中央区日本橋人形町１－１２－１１ リガーレ日本橋人形町 03-3668-5588 サービス（オフィス家具業者の同業者団体）

宇都宮外柵工業㈱ 宇都宮市西川田本町２－３－１５ 028-678-8869 建設（外構工事）

星ダンスアカデミー 宇都宮市緑２－１１－１ 028-616-2670 サービス（ダンス教室）

栃木ダイレクトコミュニケーションズ㈱ 宇都宮市昭和１－８－１１ 下野新聞社２Ｆ 028-688-7850 サービス（フリーペーパーの発行、ポスティング）

㈱レンティ宇都宮営業所 宇都宮市横田新町２２－２ 028-678-5677 サービス（オフィス用品、家具・家電等のレンタル）

フィクサス・コンサルティング㈱ 下都賀郡壬生町本丸２－１８－１１ 080-5680-1735 サービス（経営コンサルタント）

㈱関東テック 宇都宮市戸祭２－５－２４ 028-616-3490 サービス（設備機械設計、メンテナンス）

㈱ＯＨＥＤＯ 宇都宮市西刑部町２７４１－３ 028-657-5038 小売（新車、中古車販売）

㈱アクアキコウ 宇都宮市古賀志町１３１４－５ 028-652-5848 建設（一般電気工事）

㈱蘭のすずひろ 宇都宮市砥上町７６ 028-648-8054 小売（洋蘭）

㈱タイミ 宇都宮市上戸祭４－１７－５ 028-680-7361 卸売（食品、飲料水、雑貨）

ニコナ　チュール 宇都宮市上大曽町４２８－５ 028-908-6002 サービス（スキンケアサロン）

ＪＡＰＡＮ  ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ  ＣＥＮＴＥＲ 宇都宮市針ヶ谷町５０９－９ 080-6545-8549 サービス（翻訳、言語教授）

金治 宇都宮市中央２－２－３ 028-612-1481 飲食（金華さば刺身、かつおの藁焼き）

平成３１（２０１９）年３月１６日～令和元（２０１９）年６月１７日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

当
所
議
員
の
職
務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

㈱東武宇都宮百貨店
代表取締役社長

守　徹 氏
（令和元年５月 30日付）

㈱東武宇都宮百貨店
代表取締役社長

佐瀬　敦 氏

新
常
議
員
の
選
任
な
ど
８
議
案
を
承
認

常
議
員
会
・
通
常
議
員
総
会

　

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
第
１
回

常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会

を
６
月
24
日（
月
）、
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、「
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の

承
認
」「
常
議
員
の
選
任
」「
大
臣
表

◎
新
常
議
員

◎
祝
賀
顕
彰

◎
役
員
・
議
員
特
別
表
彰

彰
受
賞
者
の
祝
賀
顕
彰
」「
役
員
・

議
員
の
特
別
表
彰
」な
ど
の
議
案
が
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
平
成
30（
２
０
１
8
）年
度
事

業
報
告
書
お
よ
び
収
支
決
算
書
は

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

大
臣
表
彰
受
賞
者
の
祝
賀
顕
彰

で
は
、
長
年
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
従
事
に
よ
る
資
源
循
環
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
廃
棄
物
の
適
正

処
理
や
業
界
の
健
全
な
発
展
に
尽

力
す
る
な
ど
、
環
境
保
全
の
推
進

に
努
め
て
い
る
と
し
て
、
環
境
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
、
高
橋
和
夫
氏

（
㈱
大
高
商
事
代
表
取
締
役
会
長
）

に
、
増
渕
会
頭
よ
り
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

役
員
・
議
員
の
特
別
表
彰
で
は
、

当
所
役
員
・
議
員
の
在
任
期
間
が

25
年
に
達
し
た
、
青
木
直
樹
氏（
青

源
味
噌
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

議事を進行する増渕会頭（中央左）

守　徹 氏
㈱東武宇都宮百貨店

代表取締役社長

高橋　和夫 氏
㈱大高商事

代表取締役会長

金子　隆久 氏
とちぎんＴＴ証券㈱
代表取締役副社長

青木　直樹 氏
青源味噌㈱

代表取締役会長

小林　幹央 氏
レオン自動機㈱

取締役管理本部長兼
食品事業部長

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
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地
域
振
興
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

10
月
に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
消
費
が
冷
え
込
む
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
消
費
喚
起
策

の
一
環
と
し
て
、
全
国
で
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
お
店
の
販
売
促
進
・

P
R
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
主
催
者
】

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

実
行
委
員
会

【
購
入
対
象
者
】

2
0
1
9
年
度
住
民
税
非
課
税
者
、

3
歳
未
満
の
子
が
い
る
世
帯
の
世

帯
主（
対
象
者
数
約
11
万
人
）

【
購
入
限
度
額
】

◎
非
課
税
者　

２
５
、０
０
０
円

（
販
売
額
２
０
、０
０
０
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
分
５
、０
０
０
円
）

券
約
款
の
導
守
に
係
わ
る
宣
誓
書
に

署
名
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
者

【
商
品
券
有
効（
使
用
）期
間
】

10
月
１
日（
火
）
〜
翌
年
2
月
29
日

（
土
）

【
商
品
券
換
金
方
法
】

使
用
済
み
商
品
券
と
換
金
申
請
書

を
郵
送
し
、
後
日
、
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み

※
最
大
で
月
２
回
の
振
り
込
み

【
説
明
会
日
時
・
場
所
】

①
7
月
24
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

栃
木
県
教
育
会
館
小
ホ
ー
ル

②
8
月
1
日（
木
）

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

当
所
大
会
議
室

③
8
月
6
日（
火
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

当
所
大
会
議
室

※
①
〜
③
は
同
じ
内
容
で
す

【
申
込
方
法
】

本
号
折
込
チ
ラ
シ
も
し
く
は
当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
む

① 

換
金
性
の
高
い
も
の（
商
品
券
、

ビ
ー
ル
券
、
図
書
券
な
ど
）

② 

資
産
形
成
の
意
味
合
い
が
強
い

も
の（
土
地
、
建
物
等
）

③ 

「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」第

２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
風
俗

営
業
等
に
係
る
も
の

④ 

国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
払

い
⑤ 

医
療
保
険
や
介
護
保
険
等
が
適

用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
商
品

（
処
方
箋
が
必
要
な
医
薬
品
を
含

む
）

⑥ 

た
ば
こ
事
業
法
第
36
条
１
項
に

■
取
扱
店
募
集
要
項
等（
概
要
）

【
取
扱
店
】

宇
都
宮
市
内
で
営
業
す
る
店
舗

た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
を
除
く

① 

「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」第
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
等

を
行
う
事
業
者

② 

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

◎
子
育
て
世
帯　

２
５
、０
０
０
円

（
販
売
額
２
０
、０
０
０
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
分
５
、０
０
０
円
）×

3
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数

【
商
品
券
販
売
期
間
】

10
月
１
日（
火
）
〜

翌
年
１
月
31
日（
金
）

【
商
品
券
使
用
可
能
品
目
】

取
扱
店
の
取
り
扱
う
商
品

た
だ
し
以
下
の「
商
品
券
使
用
不
可

品
目
」は
除
く

※
郵
送
代
、
換
金
手
数
料
の
費
用
負

担
な
し

【
取
扱
店
登
録
料
】　

無
料

【
取
扱
店
登
録
方
法
】

本
号
折
込
チ
ラ
シ
も
し
く
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

【
登
録
締
切
】　

９
月
30
日（
月
）

規
定
す
る
各
種
た
ば
こ
商
品

⑦ 

そ
の
他
宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
実
行
委
員
会
が

不
可
と
認
め
る
も
の

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

取
扱
店
に
登
録
し
て
、
販
売
促
進
・
P
R
に
つ
な
げ
よ
う
！

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
内
容（
概
要
）

取
扱
店
募
集
説
明
会

令和元年

代
表
取
締
役
社
長

〒
320-

0042 

松
本
ビ
ル
3
階

宇
都
宮
市
材
木
町
4-

2

有
限
会
社 

栃
木
広
告
社

代
表
取
締
役  

渡
辺
　
富
男

☎
0
2
8-

6
3
9-

1
1
1
5

〒
320-

0042 

宇
都
宮
市
材
木
町
4-

29

た
た
み
の
松
本 

株
式
会
社 

松
本

　
　  

　
副
社
長  

今
井
　
キ
ヨ

☎
0
2
8-

6
7
8-

5
5
4
8

〒
321-

0953  

株
式
会
社 

マ
イ
ナ
ビ 

栃
木
支
社

支
社
長  

木
村
　
純
弥
　

☎
0
2
8-

6
5
1-

5
0
2
1

宇
都
宮
市
東
宿
郷
2-

2-

1

ビ
ッ
グ・ビ
ー
ス
ク
エ
ア
3
F

〒
320-

0821 

宇
都
宮
市
一
条
4-

1-

16

フ
タ
バ
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

増
渕
　
正
二

☎
0
2
8-

6
3
4-

2
4
4
1

〒
320-

0815 

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
支
社 

支
社
長  

佐
藤  

剛

☎
0
2
8-

6
3
6-

0
0
2
1

宇
都
宮
市
中
河
原
町
3-

19

宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
4
F

〒
321-

0111 

宇
都
宮
市
川
田
町
836-

3

有
限
会
社 

仲
田
技
建

代
表
取
締
役  

仲
田
　
真
介

☎
0
2
8-
6
3
3-

0
3
7
3

〒
321-

0933 

宇
都
宮
市
簗
瀬
町
2520-

4

仲
田
総
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

仲
田
　
陽
介

☎
0
2
8-

6
3
5-

2
1
5
1

〒
320-

0026 

宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2-

3-

12

M
E
G
A
ド
ン・キ
ホ
ー
テ

ラ
パ
ー
ク
宇
都
宮
店
3
F

代
表
理
事  

平
塚
　
康

〒
321-

0911 

宇
都
宮
市
問
屋
町
3172-

6

株
式
会
社 

横
倉
本
店

代
表
取
締
役
社
長  

横
倉
　
正
一

☎
0
2
8-

6
5
6-

7
7
7
7

〒
321-

0905 

宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
38-

38

関
東
マ
ル
ワ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

上
野
　
裕
之

☎
0
2
8-

6
6
3-

1
5
5
1

〒
321-

0905 

宇
都
宮
市

平
出
工
業
団
地
38-

52

株
式
会
社
カ
ナ
メ

代
表
取
締
役
社
長  

吉
原
　
正
博

☎
0
2
8-

6
6
0-

3
8
3
1

☎
0
2
8
9-

6
2-

4
1
4
3

〒
320-

0071  

㈱
新
日
本
通
信

代
表
取
締
役  

高
柳
　
代
造
　

☎
0
2
8-

6
6
6-

3
3
3
0

宇
都
宮
市
野
沢
町
474-

10

増
渕
　
正
二

藤
井
　
昌 

一

喜
谷
　
辰
夫

清
水
　
和
幸

長
谷
川
　
静
夫
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当
所
・
地
域
振
興
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
・
環
境
政
策
課　

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
0
4

問合せ

　

当
所
と
宇
都
宮
市
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
趣
旨
を
生
か
し
つ
つ
、

中
小
企
業
に
も
取
り
組
み
や
す
い
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
定

制
度「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
企
業
経

営
を
築
く
第
一
歩
と
し
て
、
ぜ
ひ
、

取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

◎
概
要

① 

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
」は
国

際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

参
考
に
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
運
用
が
容
易
に
行
え

ま
す
。
有
資
格
者
に
よ
る
客
観

的
な
審
査
・
判
定
に
よ
り
、
信

頼
性
の
高
い
評
価
・
認
定
制
度

で
す
。

② 

環
境
省
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

（
Ｅ
Ａ
21
）」と
相
互
認
証
を
し
て

い
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

① 

環
境
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
環
境
汚
染
や
事
故
に
よ
る
予

測
で
き
な
い
環
境
上
の
危
機
の
未
然

防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

② 

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
製
品（
環
境
に

や
さ
し
い
製
品
）購
入
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
取
引
先
か
ら

の
信
頼
性
の
向
上
や
営
業
力
の

強
化
に
繋
が
り
ま
す
。

③ 

宇
都
宮
市
に
お
け
る
入
札
参
加

資
格
申
請
時
の
審
査
点
数
に
加

点
さ
れ
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
」の
申
請

書
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
様
式
集
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
所
と
宇
都
宮
市
・

環
境
政
策
課
で
配
布
し
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21

中
小
企
業
に
も
取
り
組
み
や
す
い

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
定
制
度

商談会の様子

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

本
商
談
会
は
、
東
京
商
工
会
議
所

を
中
心
に
、
全
国
35
商
工
会
議
所
に

よ
る
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

　

発
注
企
業
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

受
注
希
望
企
業
の
中
か
ら
、
商
談
希

望
企
業
を
決
め
、
完
全
事
前
予
約
制

で
行
い
ま
す
。
事
前
の
情
報
提
供
が

あ
る
た
め
、
精
度
の
高
い
商
談
が
行

え
ま
す
。
商
談
に
至
ら
な
け
れ
ば
参

加
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】10
月
18
日（
金
）

【
会
場
】

Ｔ
Ｆ
Ｔ
ビ
ル
東
館
内
会
議
室

（
東
京
都
江
東
区
有
明
３
-６
-11
）

【
参
加
費
】

◎
発
注
企
業
：
無
料

◎
受
注
希
望
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー

は
無
料
。
商
談
会
参
加
が
決
定
し
た

場
合
、
会
員
企
業
１
千
円
／
件
、
非

会
員
企
業
２
千
円
／
件

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）、
樹

脂
成
型
・
加
工　

な
ど

【
参
加
対
象
】

主
催
商
工
会
議
所
エ
リ
ア
内
お
よ
び

関
東
近
県
の
製
造
業
者
で
、
商
談

テ
ー
マ
に
対
応
可
能
な
企
業

【
募
集
企
業
数
】

◎
発
注
企
業　

40
社

◎
受
注
希
望
企
業　

２
０
０
社

【
申
込
締
切
】

◎
発
注
企
業　

７
月
16
日（
火
）

◎
受
注
希
望
企
業　

７
月
29
日（
月
）

【
申
込
方
法
】

　

東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.tokyo-cci.or.jp/

m
arket/sh

o
u

d
an

/in
d

u
stry/

outline/

）か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
受
注
希

望
企
業
の
場
合
は
メ
ー
ル
の
み
）。

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市

金
属
製
品
・
機
械
器
具
・
関
連
業
種
の
商
談
会
で
す
。

発
注
企
業
・
受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
!!

５
月
交
流
例
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

５
月
交
流
例
会
を
５
月
19
日（
日
）、

鬼
怒
川
緑
地
運
動
公
園
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

青
年
部
の
会
員
数
が
大
幅
に
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
既
存
・
新
規
会
員

一
人
ひ
と
り
が
よ
り
深
く
交
流
し
、

今
期
の
青
年
部
活
動
の「
方
向
性
」や

「
想
い
」を
共
有
す
る
一
体
感
の
あ
る

例
会
を
目
指
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
入
り
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、

よ
り
多
く
の
交
流
の
機
会
を
作
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
食
事
エ
リ
ア

に
は
大
型
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
自
由

に
動
き
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

特
に
各
委
員
会
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た「
委
員
会
対
抗
！
料
理
対
決
」

で
は
、
一
品
の
料
理
を
作
る
中
で
委

員
会
メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
を
深
め

る
こ
と
で
、
１
年
間
の
活
動
を
一
体

感
を
持
っ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
企

画
し
ま
し
た
。

　

例
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

参
加
者
は
１
０
０
人
と
な
り
ま
し

た
。
多
方
面
へ
の
声
が
け
と
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
委
員
会
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
多
岐
に
わ
た
り

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
青
年

部
の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
こ
の
よ
う

な
大
規
模
な
例
会
を
開
催
で
き
ま

し
た
。
全
て
の
皆
さ
ま
に
御
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
交
流
委
員
会　

副
委
員
長　

辻　

峻
一
郎
）

会員同士の絆が深まる交流をすることができた例会

　

女
性
部
第
30
回
通
常
総
会
を
６
月

７
日(
金)
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
並
び
に
、
令
和

元（
２
０
１
９
）年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
行
わ
れ
る
役
員
改
選
に

あ
た
り
、
選
考
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

女
性
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上

と
自
己
研
鑚
を
目
的
に
活
動
す
る
女

性
部
で
は
、
今
年
度
も
産
業

視
察
研
修
の
開
催
、
少
子
化

対
策
事
業
な
ど
の
実
施
を
計

画
し
、
２
つ
の
委
員
会（
総
務

委
員
会
・
事
業
委
員
会
）を

中
心
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
発
な
事
業
活
動
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
再
確
認
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
栃
木
県

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
隆
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
、
働
き
方
改
革
関
連
法

の
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行

に
伴
い
、
会
社
経
営
の
見
直

し
が
な
さ
れ
る
中
、
労
働
環

境
の
改
善
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
す
べ

き
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
女
性
の
活
躍
が

さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
世
の
中
で
、
私

た
ち
女
性
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
女

性
経
営
者
を
牽
引
す
る
存
在
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
女
性
部
活
動
に
対
し

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と

も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
会
長　

福
田　

泰
子
）

第
30
回
通
常
総
会
を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

総会終了後の記念撮影

認定書交付

審査
（書類および現場確認）

認定申請

認定の流れ

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。



商工会議所共済制度

有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607

1415 July  2019

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 8月13日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 7月19日（金）　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 事前予約　午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部　
※事前に栃木県産業振興センター（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

7
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等

口
座
振
替
日

7
月
22
日（
月
）

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」に

事
業
承
継
相
談
を
強
化
！

プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業

　

中
小
企
業
庁
は
、７
月
20
日
を「
中

小
企
業
の
日
」、７
月
の
１
カ
月
間
を

「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」と
定
め

た
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
決
定
に
あ
わ
せ
て
、
当
所

は
、
事
業
承
継
に
関
す
る
相
談
の
強

化
月
間
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

栃
木
県
に
お
け
る
経
営
者
の
平
均

年
齢
は
約
60
歳
で
、
年
々
高
齢
化
の

傾
向
に
あ
り
、
県
内
企
業
の
約
60
％

が
後
継
者
不
足
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
当
所

で
は
Ｍ
＆
Ａ
お
よ
び
親
族
内
承
継
の

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
事

業
承
継
や
株
式
の
引
継
ぎ
、
税
制
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談・ご
質
問
に
、

不
動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま
す

不
動
産
鑑
定
相
談

　

当
所
で
は
、（
公
社
）栃
木
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
と
共
催
で
、
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

８
月
７
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
会
場
】当
所
会
員
談
話
室

【
相
談
内
容
】不
動
産
の
基
礎
知
識
、

土
地
建
物
等
の
価
格
、
地
代
、
家
賃
、

有
効
活
用
、
相
続
、
そ
の
他
不
動

産
に
関
わ
る
こ
と

【
相
談
員
】（
公
社
）栃
木
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士

【
相
談
料
】無
料

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
、
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
不
動
産
鑑
定
士
と
は
、
地
域
の
環

境
や
社
会
情
勢
な
ど
諸
条
件
を
考
慮

し
て
適
正
な
地
価
等
を
判
断
す
る
唯

一
の
資
格
者
で
す
。

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　
「
ふ
れ
あ
い
共
済
」は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
会
員
限
定
の
共
済
制

度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、宇
都
宮
商
工
会

議
所
独
自
の
給
付
制
度（
見
舞
金
・

祝
給
付
金
・
給
付
品
・
補
助
制
度
）

と
、宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
と
締
結
し
た
入

院
給
付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ

ン
重
点
保
障
型
生
活
習
慣
病
一
時

金
特
約
付
定
期
保
険（
団
体
型
）を

組
み
合
わ
せ
た
保
障
プ
ラ
ン
の
名

称
で
、会
員
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご

加
入
い
た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

　

こ
の「
ふ
れ
あ
い
共
済
」の
加
入

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、７
月
16
日

（
火
）～
８
月
9
日（
金
）ま
で
実

施
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、加

入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、新
規
加

入
ま
た
は
追
加
、増
口
の
ご
契
約
を

い
た
だ
い
た
会
員
事
業
所
に
は
、粗

品
を
進
呈
し
ま
す
。

※
下
記
の
表
は
、ふ
れ
あ
い
共
済
制

度
の
一
部
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

ご
契
約
の
際
に
は
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・

注
意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ

さ
い
。

《
会
員
事
業
所
限
定
》「
ふ
れ
あ
い
共
済
」の
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額
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宇都宮市松ヶ峰2-9-3
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種
システム開発・パソコンスクールなど

代表取締役  

松永　俊彦さん

雨
上
が
り
筍
じ
っ
と
し
て
お
れ
ず

十
連
休
騒
い
だ
ほ
ど
で
は
な
い
設
け

妻
と
出
て
妻
に
従
う
喫
茶
店	

母
さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
い
針
の
跡

本
当
の
齢
年
寄
は
ま
だ
言
わ
ず	

ゴ
キ
ブ
リ
は
逃
げ
て
茶
碗
が
一
つ
割
れ

母
さ
ん
の
生
甲
斐
と
す
る
針
の
穴

減
反
に
蛙
の
声
の
遠
ざ
か
る

車
椅
子
叱
る
友
情
だ
っ
て
あ
る

補
聴
器
を
取
っ
て
自
分
を
取
り
戻
し

渡
辺　

眞
左

碓
氷　

正
和

鈴
木　
　

茂

宮
田　

ミ
チ

鈴
木
芙
美
子

柏
村
久
美
子

毛
塚　

ヒ
ロ

御
牧　

秀
世

福
士
美
枝
子

田
崎　

武
一

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
262
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
一
年
坊
主
背
を
越
さ
れ
た
り

〈
評
〉
肩
凝
り
だ
け
の
残
る
決
算

〈
評
〉
昔
座
っ
た
椅
子
の
温
も
り

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「キノコと地衣類～菌類って不思議！～」
7月13日（土）～9月23日（月・祝）
　菌類の仲間の「キノコ」と、藻類と共生する菌類の仲間の「地衣類」
の分類や暮らしぶり、人との関わりについて紹介します。これらキノコ
と地衣類がおりなす不思議で魅力的な菌類の世界に関心を持っていた
だけたら幸いです。（同館チラシより）。
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「水木しげる魂の漫画展」
7月28日（日）～9月23日（月・祝）
　漫画の鬼才水木しげる（1922～ 2015）は、幼少期に目に見えない
世界を信じるようになった。戦争で片腕を失った後を全身全霊で作品を描
き続けた。少年時代のスケッチ、生原稿や草稿など、初公開を含む300
点余りの作品に込められた水木しげるの魂を感じる展覧会。（同館HPより）
一般=1000円／大・高生=800円／中・小学生=600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「絵を見るとき、あなたは何を見ているの？」
8月25日（日）まで
この展覧会では「顔」や「情景」といったテーマを立てて、どのようにして絵
は生まれてきたのか、私たちはそこに何を発見するのかを探ります。目の
前を通り過ぎていくたくさんの「絵」と今まで以上に豊かに接するための、
楽しいレッスンです。本展では当館の調査によりその存在が明らかになり、
昨年大きな話題となった藤田嗣治の最初期のおかっぱ頭の自画像を初公
開します。また東京国立近代美術館が所蔵する自画像の代表作をはじめ、
藤田の自画像と関連する作品の特集展示も行います。（同館HPより）。
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
〜
H
の
文
字
を
並
べ
換
え
て
あ
る
言
葉
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

ス
マ
ホ
な
ど
の
普
及
で
、今
や
街
中
や
店
で
滅
多
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.
14.
15.
16.
17.
18.
20.
22.

1.
4.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
19.
21.
23.
24.

七夕のころの童謡「笹の葉さらさら○○○にゆれる……」 
ひまわり２号。小惑星○○○○○の土採取に成功とか
雌牛を英語で言うと？
「文章の改ざんは一切やっていません」と堂々と○○を切る官僚も
キイチゴの一種。ブルーベリー、ブラックベリー等は仲間、ジャムに良し
棒状に固めたアイスクリームにうすくチョコレートをかけたもの
今や海洋汚染が深刻な廃棄物。マイクロ○○○○○○
お金をいたずらに無駄使いする人
ことわざ「○○は死して皮を留め、人は死して名を残す」
５月に亡くなった「ケ・セ・ラ・セラ」の曲で知られた歌手・俳優○○○・ディ
１９８４年に発生し、未だ未解決の「○○○・森永事件」
「夏の大三角」は、こと座の「ベガ」、わし座「アルタイル」、白鳥座の「○○○」を結ぶ
「立志○○」「魏志和人○○」「水滸○○」「自叙○○」
ゴルフでボールがグリーンにあること。「２打目で○○する」などと

最近の国会議員はよく党派や派閥の○○○○をしていますね
ウナギの稚魚○○○の減少で、今夏も「蒲焼」は高値が続きそう
あれこれと無用な心配を○○○と言います。中国の故事から生まれた
イオン技術で除菌、脱臭効果をもたらす○○○○クラスター、様々な電化製品に利用
犬の鳴き声を通訳すると言われる○○リンガル、猫用はミャウリンガル
ことわざ「溺れる者は○○をもつかむ」
「この服少しサイズが合わないので○○の物にして下さい」などと
言っても仕方がないことを言って嘆くこと。「○○をこぼす」「○○を言う」
水の上でも陸上でも走れる○○○○両用。自動車、観光にも利用
仲介の○○をとる。長年の○○に報いる
本県の県木は「○○ノキ」ですね
薬・雑貨・軽飲食品を売るアメリカ発祥の○○○○ストア
昔はこれが続くと「雨乞い」をして天に祈ったりしました
流氷下など寒い海に棲む天使を思わせる小型の浮き貝
ラーメンの小麦粉を練る時に加える炭酸カリウムを溶かした液
海の植物のひとつ。出汁や食用によく利用されます

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
7
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ミ
ス
テ
リ
小
説
フ
ァ
ン
な
ら
お
な
じ

み
の「
密
室
殺
人
」。
誰
も
出
入
り
で

き
な
い
場
所（
例
え
ば
鍵
の
か
か
っ
た

部
屋
）で
殺
人
が
行
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
不
可
能
犯
罪
も
の
の
代
表
で
す
。

　

ミ
ス
テ
リ
作
家
の
有
栖
川
有
栖

が
、
海
外
と
日
本
の
代
表
的
な
密
室

も
の
を
30
作
ず
つ
取
り
上
げ
て
解
説

し（
も
ち
ろ
ん
ネ
タ
バ
レ
な
し
！
）、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
磯
田
和
一
が

絵
で
再
現
し
た
、
ミ
ス
テ
リ
フ
ァ
ン

に
は
た
ま
ら
な
い
１
冊
で
す
。

１
９
９
９
年
に
出
版
さ
れ
、
今

回
が
２
度
目
の
文
庫
本
化
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
イ
ラ
ス
ト
に
は
描
い
た
磯

田
和
一
の
ひ
と
こ
と
コ
ラ
ム
も

つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
時

に
本
文
を
食
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

楽
し
い
！　

何
度
も
楽
し
め
る

１
冊
で
す
。

『
有
栖
川
有
栖
の
密
室
大
図
鑑
』

有
栖
川
有
栖
・
磯
田
和
一［
著
］

創
元
推
理
文
庫

８
８
０
円
＋
税

も
っ
と
無
邪
気
に
生
き
よ
う
。

考
え
す
ぎ
ず

子
供
心
を
思
い
出
し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
よ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975 年熊本生まれ。東京理科大学卒業
後、ＮＴＴに就職。約 3 年後に書道家とし
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ニアにて個展開催、17 年にはワルシャワ大
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公式サイト：http://www.souun.net/
感謝 69：http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「無邪気」

　

設
立
時
か
ら
販
売
・
在
庫
管

理
等
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
自
治
体

向
け
各
種
管
理
シ
ス
テ
ム
ま
で

開
発
業
務
を
20
年
、
求
職
者

職
業
訓
練
の
実
施
を
連
続
17

年
、
個
人
か
ら
専
門
学
校
の

生
徒
・
自
治
体
の
職
員
お
よ
び

自
治
体
主
催
で
の
市
民
を
対
象

に
情
報
化
研
修
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
機
材
の
ト
ラ
ブ
ル
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関

係
の
相
談
に
も

対
応
し
て
お
り
、

近
年
で
は
小
中

学
生
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
講
座

を
開
催
し
て
い

ま
す
。

有限会社
システムボックス
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七
月
十
五
日（
月
・
海
の
日
）～
二
十
一日（
日
）

須
賀
神
社
天
王
祭（
宇
都
宮
市
）

　

夏
の
疫
病
退
散
を
祈
る
宇
都
宮
二
荒
山
神

社
境
内
須
賀
神
社
の
祭
礼
。
各
町
内
か
ら
繰

り
出
し
た
約
四
十
基
の
子
供
神
輿
が
市
内
を

練
り
歩
い
た
あ
と
、
八
十
八
段
の
石
段
を
上

が
り
、
境
内
に
安
置
さ
れ
た
親
子
神
輿
と
の

対
面
す
る
親
子
対
面
が
見
ど
こ
ろ
。

七
月
二
十
三
日（
火
）～
二
十
五
日（
木
）

益
子
町
祗
園
祭（
益
子
町
）

　

八
坂
神
社
の
祭
礼
。
二
十
四
日
に
は
、
大

杯
に
注
が
れ
た
三
升
六
合
五
勺
の
熱
燗
を
飲

み
干
す
町
指
定
民
俗
文
化
財
の
奇
祭「
御
神

酒
頂
戴
式
」が
行
わ
れ
る
。

七
月
二
十
六
日（
金
）～
二
十
八
日（
日
）

山
あ
げ
祭（
那
須
烏
山
市
）

　

八
雲
神
社
の
例
祭
に
奉
納
さ
れ
る「
山
あ

げ
」か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
烏
山
特
産
の
和

紙
を
用
い
た「
は
か
り
山
」を
背
景
に
、「
将
門
」

「
戻
り
橋
」な
ど
が
屋
台
の
野
外
舞
台
で
演
じ

ら
れ
る
。
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
。

八
月
三
日（
土
）～
四
日（
日
）　

第
四
十
四
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り（
宇
都
宮
市
）

　
「
で
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
、
大

通
り
を
中
心
に
神
輿
や
山
車
が
練
り
歩
き
、

パ
レ
ー
ド
や
郷
土
芸
能
な
ど
が
催
さ
れ
る
。

八
月
四
日（
日
）

百
八
灯
流
し（
栃
木
市
）

幸
来
橋
付
近
の
巴
波
川
を
、
安
産
を
祈
願
す

る
百
八
本
の
ろ
う
そ
く
を
立
て
た
小
舟
が
上

り
下
り
す
る
神
事
。
幻
想
的
な
風
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
員  

柏
村  

祐
司

第32回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20197月〜    8月 文月─葉月

（写真提供：柏村祐司『栃木の祭り』より）

　

大
通
り
上
河
原
交
差
点
か
ら
北

東
へ
上
河
原
通
り
を
行
っ
た
左
側
に

小
さ
な
社
が
あ
る
。
門
柱
に
三
峰

神
社
と
樋ひ

づ
め爪
五
郎
墓
と
あ
り
、
社

殿
内
部
に
は
破
損
し
た
五
輪
塔
が

二
基
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

樋
爪
氏
の
墓
だ
と
い
う
。

　

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
が
設
置

し
た
文
化
財
案
内
板
に
は「
二
つ
の

五
輪
塔
は
、
文
治
五（
一
一
八
九
）

年
、
源
頼
朝
が
奥
州
の
藤
原
氏
一

族
を
攻
め
た
と
き
、
祈
願
成
就
の

お
礼
の
生
贄
と
し
て
二
荒
山
神
社

に
献
納
さ
れ
た
、
樋
爪
俊と

し
ひ
ら衡
と
弟

季ひ
で
ひ
ら衡

の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
墓
を
樋
爪
季
衡
と
そ
の
子
経つ

ね
ひ
ら衡

と
す
る
説
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二

つ
の
墓
に
は
、
二
荒
山
神
社
に
関
わ

る
悲
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
」と
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
時
代
の
歴
史

書『
吾
妻
鏡
』に
は
、
源
頼
朝
が
藤

原
泰や

す
ひ
ら衡

を
討
つ
た
め
に
、
鎌
倉
か

ら
奥
州
に
向
か
う
途
中
と
戦
い
に

勝
っ
て
鎌
倉
に
凱
旋
す
る
途
中
の
二

度
、
宇
都
宮
明
神
へ
お
参
り
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
要

は「
七
月
二
十
五
日
、
下
野
国
古

多
橋
の
駅
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず

宇
都
宮
明
神（
二
荒
山
神
社
）に
お

参
り
し
、
戦
勝
祈
願
を
し
た
。
首

尾
よ
く
戦
い
に
勝
っ
た
際
に
は
、
生

虜（
捕
虜
）一
人
を
神
職
と
し
て
奉

る
」、「
十
月
十
九
日
、
宇
都
宮
明

神
に
お
参
り
し
、
荘
園
を
寄
進
す

る
と
と
も
に
生
虜
の
樋
爪
太
郎
俊

衡
一
族
を
神
職
と
し
て
奉
る
」と
あ

る
。

　

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
が
設
置

し
た
案
内
板
の
解
説
は
、
吾
妻
鏡

が
原
点
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

吾
妻
鏡
で
は
さ
ら
に「
九
月
十
五

日
、
樋
爪
太
郎
俊
衡
な
ら
び
に
弟

の
五
郎
季
衡
が
降
伏
し
た
。
六
十

を
過
ぎ
白
髪
の
俊
衡
を
見
た
頼
朝

は
そ
の
老
体
を
憐
れ
み
、
死
一 

等

を
減
じ
て
家
来
の
八
田
知
家
に
身

柄
を
預
け
、
さ
ら
に
本
所
を
安
堵

し
た
」と
も
あ
る
。
俊
衡
は
許
さ

れ
て
本
所
に
も
ど
り
、
宇
都
宮
に

生
虜
と
し
て
つ
れ
て
来
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
、
も
う
一 

基

の
五
輪
塔
は
、
誰
を
供
養
し
た
も

の
な
の
か
。
二
荒
山
神
社
に
伝
わ
る

『
二
荒
山
神
社
年
表
紀
事
略
』（
明

治
二
十
五
年
）に
は
、「
季
衡
及
子

経
衡
ノ
墓
、
今
上
河
原
橋
ノ
西
南

大
川
氏
ノ
宅
地
に
あ
り
」と
、
季
衡

の
子
ど
も
経
衡
を
供
養
し
た
も
の

と
あ
る
。
案
内
板
に「
季
衡
と
そ
の

子
経
衡
と
す
る
説
も
あ
る
」と
の
解

説
は
、
二
荒
山
神
社
年
表
略
記
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

案
内
板
で
は
さ
ら
に「
二
荒
山
神

社
に
関
わ
る
悲
話
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
」と
あ
る
が
、
悲
話

と
は
次
の
よ
う
な
話
と
思

わ
れ
る
。「
樋
爪
季
衡
は
、

故
郷
恋
し
さ
の
あ
ま
り

逃
げ
帰
ろ
う
と
し
て
、
上

河
原
ま
で
走
っ
て
き
た
が
、

追
っ
手
に
追
わ
れ
て
殺
害

さ
れ
た
。
そ
の
殺
さ
れ
た

所
を
樋
爪
坂
と
い
い
、
首
は
上
河

原
に
、
胴
は
今
泉
に
葬
ら
れ
た
と
い

う
。
ま
た
上
河
原
で
殺
さ
れ
、
首

は
向
う
岸
の
博
労
町
に
飛
ん
だ
と
い

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
首
を
祀
っ
た

と
こ
ろ
を
首
塚
稲
荷
と
い
う
」

　

世
間
に
伝
え
ら
れ
る
話
に
は
、

史
実
を
原
点
と
し
な
が
ら
も
、
語

り
伝
え
ら
れ
て
行
く
う
ち
に
改
変

さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の

樋
爪
氏
に
ま
つ
わ
る
悲
話
も
そ
の一

つ
で
、
首
を
切
ら
れ
た
者
の
霊
が

怨
霊
と
な
っ
て
各
地
に
飛
ん
だ
と
い

う
い
わ
ゆ
る
首
塚
伝
説
の
部
類
に
属

す
る
話
で
あ
る
。
季
衡
は
頼
朝
に

よ
り
宇
都
宮
明
神
に
仕
え
る
者
と

し
て
捧
げ
ら
れ
た
者
で
あ
る
。
季

衡
は
そ
の
こ
と
わ
き
ま
え
て
二
荒
山

の
神
職
と
な
っ
た
は
ず
で
、
逃
げ
だ

す
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
悲

話
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
季
衡

は
敗
者
で
あ
り
、
ま
た
生
虜
と
い

う
言
葉
が
誤
解
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

季
衡
を
悲
運
の
者
と
し
て
憐
れ
む

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
悲
話
を
生

み
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三峰神社入口

宝珠と笠石を欠いた五輪塔

「
樋
爪
氏
の
墓
」を
め
ぐ
る
話
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都
宮
市
の
本
社
を
は
じ
め
栃

木
県
内
に
9
拠
点
を
持
つ
宮

パ
ー
ツ
㈱
は
、
自
動
車
部
品
・
用
品
・

整
備
機
械
工
具
・
タ
イ
ヤ
・
オ
イ
ル・バッ

テ
リ
ー
な
ど
、
自
動
車
と
自
動
車
整
備

に
関
す
る
総
合
商
社
で
す
。
業
界
で

は
栃
木
県
を
代
表
す
る
企
業
と
し
て
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
や
自
動
車
修
理
工
場
で
あ

れ
ば
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
存
在
で
す

が
、入
谷
社
長
は
「
約
半
世
紀
前
に
父・

入
谷
孝
雄
（
現
会
長
）
が
29
歳
で
創

業
し
た
時
に
は
、む
し
ろ
後
発
で
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

同
社
が
創
業
し
た
昭
和
41（
１
９
６
６
）

年
は
高
度
成
長
期
の
真
っ
最
中
。
日
本

の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
が
本
格
的
に
進

み
つ
つ
あ
る
時
で
し
た
。
同
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
も
、
ま
さ
に
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
も
の
で
し
た
。

　
「
新
会
社
に
は
ま
だ
信
用
も
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
に
は
売
っ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
仕
入
れ
た
製
品

も
販
売
店
や
修
理
工
場
な
ど
顧
客
に

は
買
っ
て
も
ら
え
ず
、
大
変
な
苦
労
を

し
た
そ
う
で
す
」

　

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
の
は
、
19
歳
で

福
島
県
白
河
市
か
ら
東
京
へ
就
職
し
た

創
業
者
の
が
ん
ば
り
で
し
た
。
そ
し
て

が
ん
ば
り
の
根
幹
こ
そ
が
、
同
社
の
社

訓
な
の
で
し
た
。

　
「
創
業
直
後
に
定
め
た
社

訓
は
、
そ
れ
ま
で
父
が
働
き

な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
を
文
章

に
し
て
い
ま
す
。
人
と
の
付

き
合
い
方
や
社
員
の
育
て
方
、

会
社
の
目
指
す
も
の
な
ど
が
、

す
べ
て
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

今
も
立
派
に
生
き
て
い
る

社
訓
で
す
、
と
話
す
入
谷
社

長
の
顔
は
、
誇
ら
し
そ
う
に

輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
社
訓
は
本
社
会
議
室
な
ど
に
掲
示

し
、
誰
で
も
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
入
社
試
験
の
面
接
で
も
、
応
募
者
が

読
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
が

何
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
か
を
、
分
か
って
も
ら
う
た
め
で
す
」

　

入
社
前
か
ら
会
社
の
理
念
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
も
、
社
員
教
育
の
大
切
な
プ

ロ
セ
ス
だ
と
、
入
谷
社
長
は
考
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
入
社
後
に
は
、
研
修
の
時

に
さ
ら
に
く
わ
し
く
説
明
し
ま
す
。

　
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
、
具
体
的
な
企
業
活

動
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。
例
え

ば
商
品
知
識
の
重
要
性
と
、
そ
れ
を
生
か

し
て
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
の

で
き
る
知
性
の
大
切
さ
な
ど
を
理
解
し
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
社
訓

に
こ
め
た
創
業
者
の
想
い
や
そ
の
重
み
も
、

理
解
し
て
も
ら
え
ま
す
」

　

現
在
、同
社
で
は
〈
モ
ノ
か
ら
ソ
フ
ト
へ
〉

を
掲
げ
、
顧
客
へ
の
情
報
提
供
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
定
期

的
な
研
修
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
ど
も
は
卸
で
す
か
ら
、
消
費
者

と
直
接
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
、
滅
多
に
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
メ
ー
カ
ー
な

ど
か
ら
の
情
報
は
常
に
流
れ
込
ん
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
販
売
店
や
工
場
な
ど
の

直
接
の
お
客
さ
ま
に
、
私
ど
も
で
持
って

い
る
豊
富
な
情
報
を
お
届
け
し
、
時
に

は
ア
ド
バ
イ
ス
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
社
会
全
体
が
よ
り
安
全
で
よ
り
豊

か
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
ま
す
」

　

入
谷
社
長
は
、
取
材
の
間
何
度
と
な

く
「
車
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。「
自
動
車
は
い
つ
の
時
代
も

便
利
で
、
快
適
で
、
楽
し
い
乗
り
物
で

あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
言
う
入
谷

社
長
は
、
自
動
車
社
会
の
明
る
い
未
来

を
確
信
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

未
来
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

の
見
積
・
請
求
管
理
シ
ス
テ
ム「Eagle 

Report

（
イ
ー
グ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
）」は
、

小
規
模
企
業
を
想
定
し
た
シ
ス
テ
ム
で

す
。
今
年
の
１
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た
ば

か
り
で
、
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
の
時
点

で
は
実
は
製
品
名
も
仮
称
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後「
イ
ー
グ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
」

に
決
定
、
現
在
は
採
用
企
業
の
拡
大
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
「
業
務
で
不
可
欠
な
見
積
書
、
請
求
書

を
作
成
管
理
す
る
、
ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た

シ
ス
テ
ム
で
す
。
同
じ
よ
う
な
内
容
の

サ
ー
ビ
ス
は
他
社
も
提
供
し
て
い
ま
す
が

『
イ
ー
グ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
』は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
操
作
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
ま
た
、
顧
客
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
も
可
能
で
す
」

　

ス
マ
ホ
で
操
作
で
き
る
た
め
、
出
先

で
急
に
請
求
書
を
お
客
さ
ま
に
届
け
る

必
要
が
で
き
た
時
で
も
、
す
ぐ
に
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
発
行
し
、
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
理

社
員
に
電
話
で
指
示
し
た
り
、
カ
フ
ェ

を
探
し
て
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
た

り
す
る
手
間
も
不
要
で
す
か
ら
、
小
規

模
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
や
案
件

管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
の
連
携
も
可
能

に
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

　

同
社
の
名
刺
に
は
、
社
名
の
下
に「
未

来
の
制
度（
シ
ス
テ
ム
）で
社
会
の
喜
び

を
最
大
化
す
る
」と
い
う
言
葉
が
入
っ
て

い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
開
発
を

手
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
公
共

貨
幣
、
地
域
通
貨
な
ど
新
し
い
社
会
シ

ス
テ
ム
に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
話

し
ま
す
。
栃
木
県
内
の
地
域
通
貨「
じ
ね

ん
」に
は
当
初
か
ら
関
与
し
、
現
在
は
事

務
局
を
務
め
て
い
ま
す（http://zinenn.

org/

）。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
従
来
通
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
構
築
や
シ
ス
テ
ム
の
受
託
開
発
も
続

け
つ
つ
、
自
社
製
品
も
新
た
に
開
発
し

て
い
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
で
お
困
り
の

企
業
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度「
第
２
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ

レ
ス
発
表
会
」を
３
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
３
社

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
未
来
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
見
積
・
請
求
管
理
シ
ス
テ
ム「
イ
ー
グ
ル
・
レ

ポ
ー
ト
」で
す
。

スマートフォンからも操作できる
見積・請求管理システム

合同プレス発表会で発表する佐藤順さん

未来システム
デザイン研究所

未来システムデザイン研究所
代表 佐藤  順さん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

未来システムデザイン研究所 本社／宇都宮市宝木町２丁目９９０番25号  1090-8048-3709 http://mirai-system.or

見積・請求管理システム
「イーグル・レポート」は
スマートフォンからでも

操作が可能

総
務
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
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問合せ

　
「
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い

け
れ
ど
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
る
紹

介
文
の
書
き
方
や
、
ど
の
よ
う
な
情

報
を
発
信
す
れ
ば
良
い
か
が
分
か
ら

な
い
」な
ど
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

そ
こ
で
当
所
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
思

わ
ず
取
り
上
げ
た
く
な
る
文
章
作

成
の
基
本
と
効
果
的
な
配
信
方
法

を
ご
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
全
国

の
メ
デ
ィ
ア
向
け
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

㈱
共
同
通
信
Ｐ
Ｒ
ワ
イ
ヤ
ー 

取
締

役  

広
沢　

敏
正 

氏
を
講
師
に
招
き
、

会
員
事
業
所
限
定
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
が
㈱
共
同
通
信
Ｐ
Ｒ

ワ
イ
ヤ
ー
と
提
携
し
て
提
供
し
て
い

る
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
利
用

可
能
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
お

考
え
の
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

７
月
30
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
会
場
】

当
所  

大
会
議
室

【
定
員
】

30
人（
先
着
順
）

【
料
金
】無
料

【
内
容
】

記
者
目
線
で
考
え
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
作
成
に
関
す
る
基
本
事
項
や
重
要

ポ
イ
ン
ト
、
近
年
多
様
化
す
る
配
信

方
法
の
紹
介

【
講
師
】

㈱
共
同
通
信
Ｐ
Ｒ
ワ
イ
ヤ
ー

取
締
役  

広
沢　

敏
正 

氏

【
申
込
】

当
所
窓
口
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】　

7
月
26
日（
金
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
勉
強
会

効
果
的
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
作
り
ま
せ
ん
か
？

講師  広沢　敏正 氏

宇

「〈
モ
ノ
か
ら
ソ
フ
ト
へ
〉を
掲
げ
、

  

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

創
業
以
来
、
す
で
に
半
世
紀
を
超
え
る
自
動
車
部
品
・
整
備
機
械
工
具
卸
の
宮
パ
ー

ツ
株
式
会
社（
入
谷
利
英
社
長
）。
同
社
の
社
訓
は
、
先
代
社
長
が
創
業
時
に
決
め

た
も
の
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

社内の
仕事風景

宮パーツ㈱本社社屋

道徳の高揚

知識と知性の向上

信用、信頼感の培い

強調、連帯感の強化

人に打ち勝つ
勉強と努力

社訓

Information

宮パーツ株式会社
代表取締役社長 入谷  利英
創業／１９６６年５月
所在地／宇都宮市八千代１-14-10
☎ 028-658-6370
5028-658-1388
http://www.m-parts.co.jp

宮パーツ株式会社
代表取締役社長　入谷 利英さん

58回第
宮パーツ
株式会社

　



キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

7月
July

MAEBASHI

　　 UTSUNOMIYA
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2019 商店街等夏祭り（催事）カレンダー

（令和元(2019)年6月28日現在。予告なく変更される場合がありますのでご了承ください）

商店街名 イベント名 内　容 期　間 会　場

日野町商店街（振）

雀宮日の出通り商店会

大谷商工観光協力会

宇都宮ユニオン通り商店街（振）

泉が丘商店会

バンバ通り商店街

宇都宮オリオン通り商店街（振）

鹿沼街道商業会

雀宮スタンプ会

㈱東武宇都宮百貨店

みはし通り商店会

オリオン通り曲師町商業（協）

バンバ通り商店街、
オリオン通り曲師町商業(協)、

二荒通り商店街、馬場町通り商店街、
日野町商店街(振)、鉄砲町商店会、

馬場南通り会、互運会、
みはし通り商店会、

うつのみや表参道スクエアテナント会
宇都宮屋台横丁

宇都宮中心商店街活性化
委員会

東武馬車道通り商店街(振)、
宇都宮オリオン通り商店街（振）、
宇都宮ユニオン通り商店街（振）、

池上通り商店街（振）、東武宇都宮百貨店

宇都宮中心商店街
みやヒルズ活性化委員会

第8回みやの盆踊り

夏のイベントハッピー祭り

第13回「大谷石夢あかり」祭

雀宮地区三者共催「盆踊り大会」

日野町音楽会

みはし通り夏祭り
（キッズストリートin宮まつり）

あまくときめくスイーツまつり！
＃あまふぇす

ざんねんないきもの事典
in東武宇都宮

スタンプ台紙回収還元セール

泉が丘ふれあい夏祭り

2019子供みこし夏祭り

令和元年　
現金10万円が当たる
バンバ夏祭り宝くじ

バンバフォークジャンボリー

バンバビアガーデン2019

バンバｄｅナイト

HANAKIN LAND

天王祭まつり屋台

よいち

第37回オリオンジャズ

オリオン七夕まつり

オリオンわくわくマーケット

宇都宮フラッグアート2019
inオリオン

オリオン七夕まつり

オリオン通りの新生「お化け屋敷」

宇都宮フラッグアート2019
inオリオン

8月24日(土)
午後5時～9時

午後4時～午後8時
8月24日(土)

8月14日(水）～8月15日(木)
午後5時～午後9時

（模擬店は午前11時～）

（雨天延期7日(水)）
8月6日(火)

8月4日(日)

8月3日（土）～8月4日（日）

8月7日(水)～8月13日(火)

8月1日(木)～8月27日(火)

7月26日(金）～8月4日(日)

7月20日(土)

午前9時～
7月14日(日)

7月13日(土)～
8月31日(土)

午後1時～午後6時
② 8月25日(日)

午後3時～
① 8月24日(土)

午後3時～午後9時
8月23日(金)～8月24日(土)

午後7時～午後9時
8月23日(金)

午後5時～
8月9日（金）

午前11時～午後9時
7月20日(土)

7月4日(木)、7月11日(木)、
7月18日(木)、7月25日(木)
午後5時～午後8時45分

正午～午後8時
8月24日(土)

8月2日（金）～8月5日（月）

午前10時～午後6時
7月13日(土)～7月14日(日)

7月1日（月）～7月31日（水）

8月2日（金）～8月5日（月）

午前11時～午後7時
7月27日(土)～8月25日(日)

7月1日(月)～7月31日(水)

盆踊り、模擬店

加盟店・飲食店による屋外テーブル設置

大谷石夢あかりコンサート、模擬店、
キャンドル点灯など

盆踊り（雀宮地区自治会をはじめ
各関係団体参加／参加人員約10,000人）

各種音楽演奏

無料風船配布
（ファニーバルーンと光る風船）、
癒し犬たちとのふれあい、
路上ライブ、飲食ブースなど

全国のあまくて美味しいスイーツが大集合

「ざんねんないきもの事典」の世界を
体験できる生態展示型催事を開催（有料催事）

1冊500円のスタンプ台紙を
期間中600円にて回収

神輿、模擬店

お囃子会、子供神輿、山車、町内を巡行

バンバ通り商店街各加盟店で
現金10万円1本、

1万円10本、5千円20本のほかに、
商品券（5千円分）が20本当たる宝くじを、

お買い物金額に応じて
お客さまに差し上げます

② フォークソングライブ、飲食ブース

① 前夜祭

模擬店、飲食ブース、フラダンスなど

野外ディスコ

おしゃれなカフェイベント

二荒山神社天王祭にあわせ、
飲食ブースを開設

3店舗によるコーヒー、パンなどの
軽食を提供

ジャズ演奏

七夕飾り掲出

フリーマーケット

フラッグアート掲出

七夕飾り掲出

お化け屋敷

フラッグアート掲出

東武宇都宮百貨店
正面入口交差点

ユニオン通り車両通行止区域

大谷公園及び参道

陸上自衛隊宇都宮駐屯地

商店街内

商店会内

宇都宮店5Fイベントプラザ

加盟店各店

泉が丘ふれあいプラザ

（鈴運メンテック駐車場）
鹿沼街道

加盟店各店

バンバ広場

オリオン通り曲師町
イベント広場

オリオン通りアーケード内

オリオン通りアーケード内

オリオンＡＣぷらざ2F

オリオン通りアーケード内
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水
戸
商
工
会
議
所
で
は
、

納
豆
の
消
費
拡
大
を
目
指

し
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い

る「
納
豆
を
毎
日
食
べ
て
挑

む
力
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、
皆

さ
ん
自
慢
の
納
豆
レ
シ
ピ

を
募
集
し
、
美
味
し
い
レ

シ
ピ
を
公
開
す
る「
納
豆
食

べ
方
コ
ン
テ
ス
ト
」の
第
二

弾
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

自
慢
の
逸
品
を
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

　

前
橋
の
夏
の
夜
空
を
彩

る
風
物
詩
と
し
て
県
内
外

の
皆
さ
ま
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
前
橋
花

火
大
会
。
今
年
は
、
8

月
10
日（
土
）に
盛
大
に
開

催
し
ま
す
。
利
根
川
に
架

か
る
大
渡
橋
の
南
北
か
ら

1
万
5
0
0
0
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

前
橋
発
祥
と
い
わ
れ
る
空

中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
を
は
じ
め
、

打
上
幅
8
0
0
m
の
超
特

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
昨

年
復
活
し
た
尺
玉
の
打
ち

　

宇
都
宮
の
夏
の
風
物
詩
で

あ
る「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」

が
、
今
年
も
８
月
3
日（
土
）・

4
日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た

り
、
大
通
り
を
メ
イ
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」は
、

多
く
の
市
民
と
企
業
・
団
体

の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
彩
な

催
し
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す

ぜ
ひ
、
前
橋
の
花
火
大
会

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

【
日
時
】  

８
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

午
後
４
時
30
分
〜
９
時

【
会
場
】 

宇
都
宮
市
大
通
り（
本
町
交
差
点

〜
上
河
原
交
差
点
）ほ
か

【
行
事
】 

み
こ
し
、
パ
レ
ー
ド
、
郷
土
芸

能
、
お
囃
子
、
お
ど
り
、
和
太
鼓
、

鳶
木
遣
り
は
し
ご
乗
り
、
宮
っ
子

よ
さ
こ
い
、
宮
っ
子
パ
レ
ー
ド
、

宮
の
梵
天
な
ど

※「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」に
、
ご

協
賛
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

納豆食べ方コンテスト Vol.２

第44回ふるさと宮まつり 
〜であいとふれあいの広場〜

第６３回前橋花火大会

詳細・応募は
コチラから

日時／8月10日（土） 午後7:00～8:40（予定）
　　　　有料観覧席の販売は7月26日（金）まで

会場／利根川河畔大渡橋南北河川緑地
ＵＲＬ／http://www.maebashihanabi.jp/

問合せ／前橋花火大会実施委員会（前橋商工会議所内）
☎027-234-5108

問合せ／宇都宮商工会議所 地域振興部  ☎028-637-3131
ふるさと宮まつり開催委員会事務局（宇都宮観光コンベンション協会内）  ☎028-633-8766

応募期間／7月10日(水)～9月10日(木)
募集内容／納豆を入れた「チャーハン」または「パスタ」のレシピ・写真

審査／一次審査(書類)、二次審査(実演)
賞品／◎各部門最優秀作品は市内飲食店でメニュー化
　　　◎納豆詰め合わせ、商品券ほか副賞、参加賞あり

応募／水戸商工会議所ホームページ応募フォームから応募
　主催／水戸商工会議所「納豆を毎日食べて挑む力を応援するプロジェクト」

　後援／水戸市、茨城県納豆商工業協同組合

第６３回前橋花火大会

第44回ふるさと宮まつり 
〜であいとふれあいの広場〜

納豆食べ方コンテスト　Vol.2

第43回ふるさと宮まつりの様子
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